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1. 概要 

  アジアの産業の発展を考える中で、アジア各国の理工系学生を日本・東工大へ

 招聘し、各年のテーマに関する企業・政府機関・大学への訪問や学生同士の ディ

 スカッションなどのプログラムを通して、将来に続く国際的な学生ネットワーク

 を構築することを目的とした約 10日間の国際交流プログラム。 

 事業目的は、以下の３点である。 

1. アジア学生間のネットワーク構築 

2. グローバルな問題に対する解決能力の向上 

3. 技術・研究開発及び適用プロセスの学習 

 

2. 日程 

 2012年 3月 12日(月)～3月 20日(火) 9日間 

 

3. 参加者 

 タイ、チュラロンコーン大学より 6名 

 インドネシア、バンドン工科大学より 4名 

 東京工業大学より 4名 

 SAGEスタッフ 5名 

 

4. 期間中の活動 

 

 

 

日付 場所 午前 午後 

3/12 月     到着 

3/13 火 東工大 開会式・事前学習発表会 歓迎会・講義 

3/14 水 訪問企業 企業訪問研修（京三・東急） 

3/15 木 訪問企業 企業訪問研修（日産・三菱みなとみらい技術館・積水ハウス） 

3/16 金 東工大 研究室見学・キャンパスツアー 研究室見学・交流会 

3/17 土 東工大 討論会・ミニ発表会 討論会・中間発表会 

3/18 日 東工大 文化交流／鎌倉訪問 

3/19 月  東京都内 討論会 成果報告会・閉会式 

3/20 火 東工大 帰国  



 協力企業 

＊ 訪問 

 株式会社京三製作所 

 東急電鉄株式会社 長津田車両整備場 

 日産自動車株式会社 追浜工場 

 積水ハウス株式会社 観環居 

 三菱みなとみらい技術館 

＊ 基調講演 

 ITS JAPAN 

 

 学内訪問先 

 TSUBAME 

 花岡研究室／理工学研究科 国際開発工学専攻 

 室町研究室／総合理工学研究科 人間環境システム専攻 

 朝倉研究室／理工学研究科 土木工学専攻 

 屋井研究室／総合理工学研究科 人間環境システム専攻 

 萩原研究室／理工学研究科 機械物理工学専攻 

 千葉研究室／理工学研究科 電気電子工学専攻 

 

 

１．感想 

 

 本プログラムを通じ、参加者はもちろん、スタッフを含めた交流が行われた。文

化交流プログラムだけではなく、今回の ASCENTのテーマである都市環境に関連した

ディスカッションをすることで、各国の学生が持つ価値観や抱える問題に触れること

ができ、より一層各国への深い理解につながった。そして、専門に関係なく様々な学

生の意見の差異も知ることができたのではないか。自国の問題だけではなく、他のア

ジアの国々の抱える問題について、各学生が理解を得られたことが、自国の問題を考

えるときや、本人の専門を深める上で大きな役割を果たすことを期待する。また、交

流によって将来に繋がる人脈を作ることにも成功した。今後、自国もしくは世界を引

っ張っていく人材同士で交流が図れたことは非常に意義深い。 

 スタッフを経験することによって得られる経験も非常に有意義であった。直前の

キャンセルや、時間に厳密でないことは、頭で理解しているだけでなく、実際に経験

することで、文化的な違いを感じることができた。また、今回のプログラムを準備す

るにあたり、様々な社会人と連絡をとりあう中で、普段の学生生活では得られない経

験を得ることができた。 



 写真 1 研究室見学 

 

 写真 2 企業見学（京三製作所） 

 

 写真 3 交流会 

 

 写真 1最終報告会 


